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令和 6年度 医療経済研究機構 研究倫理審査委員会議事要旨 
 

Ⅰ 第 1回研究倫理審査委員会 
1. 日 時  令和 6年 8月 1日（木）10：00～12：00 
2. 会 場  Zoom を用いたオンライン会議 

3. 出席委員 印南委員長、五十嵐委員、川上委員、島崎委員、金崎委員 

       （欠席：矢島委員） 

4. 審議案件 

審議に先立ち、委員長から新委員（一般の立場）就任について紹介があり、新委員

から挨拶があった。続いて、各申請案件について申請者から説明とそれに対する質疑

を行い、質疑応答後、申請者に退席を求め、研究実施の妥当性について審議が行われ

た。 

 

申請事案 1（受付番号：R6 -001） 

申 請 者：医療経済研究機構 研究部 研究員 小林由美子 

課 題 名：有償労働・無償労働の二重負担と働き方に関わる要因との関連 

審議結果：承認 

 
 申請事案 2（受付番号：R6-002） 

申 請 者：医療経済研究機構 研究部 協力研究員 吉本廣雅 

課 題 名：被験者実験による地方自治体の意思決定支援システムの定量評価  

審議結果：条件付承認 
 
申請事案 3（受付番号：R6-003） 

申 請 者：医療経済研究機構 研究部 専任研究員 松本佳子 

課 題 名：第 8 次医療計画におけるロジックモデル等の活用実態と都道府県担当者

の計画策定・評価業務に関する研究  

審議結果：変更の勧告（要再申請） 
 
申請事案 4（受付番号：R6-004） 

申 請 者：医療経済研究機構 研究部 専任研究員 伊藤久美子 

課 題 名：戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第３期／スマートモビリ

ティプラットフォームの構築／移動手段の手当てが地域作り・活動に与え

る福祉的効果の検証に関する研究 

審議結果：条件付承認 
        
  5. 報告事項 

    軽微な研究計画の変更（R1-004「多様なサービス・資源による自立支援・介護予

防効果の研究～愛知県豊明市における介護予防・日常生活支援総合事業等の効果分析
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～」）について、担当者から変更事項を説明した。 
 

Ⅱ 第 2回研究倫理審査委員会 

1. 日 時  令和 7年 3月 5日（水）14：00～15：00 
2. 会 場  Zoom を用いたオンライン会議 

3. 出席委員 印南委員長、五十嵐委員、川上委員、島崎委員、矢島委員、金崎紀子、

山本真理 

4. 審議案件 

審議に先立ち、委員長から新委員（一般の立場）就任について、紹介があり、新委員

から挨拶があった。続いて、各申請案件について申請者から説明とそれに対する質疑を

行い、質疑応答後、申請者に退席を求め、研究実施の妥当性について審議を行った。 

 

申請事案 1 (受付番号：R6-005)  

申 請 者：医療経済研究機構 研究部 研究員 黄 辰悦 

課 題 名：フレイル予防のための通いの場への参加を促進するナッジの効果

検証  

審議結果： 承認 

        

申請事案 2 (受付番号：R6-006)  

申 請 者：医療経済研究機構 研究部 研究員 黄 辰悦 

課 題 名：後発医薬品に対する信頼向上・使用行動促進のためのナッジを活

用した実証研究  

審議結果： 条件付承認 

    

 5. 報告事項 

   R6-003「第 8 次医療計画におけるロジックモデル等の活用実態と都道府県担当者の

計画策定・評価業務に関する研究」について、申請者から審査取り下げの申し出があ

った。事務局から報告し、当該審査は取り下げられた。 
 
 

以上 
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令和 6 年度 研究倫理審査結果   

                             

                    医療経済研究機構研究倫理審査委員会 

承認番号 通知年月日 研究者名 課  題  名 備考 

R6-001 R6.8.2 

 

小林 由美子 有償労働・無償労働の二重負担と

働き方に関わる要因との関連 

（助成研究）労働者のウェルビーイ

ングとワークライフバランスの関連

の説明モデルの構築 

 

R6-002 R6.9.25 吉本 廣雅 被験者実験による地方自治体の

意思決定支援システムの定量評

価 

承認条件成就 

R5-002 R6.9.25 満武 巨裕 地方自治体の意思決定支援システ

ム開発による、住民の医療資源ア

クセスと提供体制の最適配置・財

源調整、地域共生社会のための安

全ネットワークの実現 

承認条件成就 

 

R6-004 R6.10.18 

 

伊藤 久美子 戦略的イノベーション創造プログラ

ム（ＳＩＰ）第３期／スマートモビリティ

プラットフォームの構築／移動手段

の手当てが地域作り・活動に与える

福祉的効果の検証に関する研究 

承認条件成就 

R6-005 R7.3.10 

 

黄 辰悦 フレイル予防のための通いの場へ

の参加を促進するナッジの効果検

証 

 

R6-006 R7.4.14 

 

黄 辰悦 後発医薬品に対する信頼向上・使

用行動促進のためのナッジを活用

した実証研究 

承認条件成就 

 


